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　　　　　　　　　　　　平素より格別のご高配を賜り誠にありがとうございます。

弊社は創業７０年、一般廃棄物収集運搬業を通じ地域の公衆衛生や環境保全に携わり

今日に至っております。

廃棄物処理は公衆衛生の向上、公害の対応と生活環境の保全、循環型社会の構築など

時代によって課題が変化してまいりました。私たちは、環境に携わる企業として、柔

軟に対応してまいりました。今後より一層、環境を取り巻く問題は大きくなっており

ますが、これらに積極的に取組み、今まで培ってきた経験や技術を最大限発揮すると

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ともに、先進技術も研究しながら地域循環型社会構築に貢献してまいります。

今後とも変わらぬご愛顧を賜りますよう、お願い申し上げます。

環境経営理念

環境保全への行動指針

１ ．環境関連法規制や当社が約束したことを遵守します。

２ ．電力・燃料の消費に伴う二酸化炭素排出量の削減に努めます。

３ ．適正な利用により水使用量の削減に努めます。

４ ．自社の廃棄物の削減・再資源化や受託廃棄物の再資源化に努めます。

５ ．環境に配慮した業務に努めます。

６ ．地域や関係団体の環境活動に積極的に参加します。

　ごあいさつ

　環境経営方針

　　　　　 私たちは、本業である廃棄物処理の事業活動を通じて、循環型社会形成や地球温暖

　　　　 化問題など環境に対する配慮を次世代に繋げる最重要課題の一つと考え、環境目標を

　　　　 掲げ、全社員が自主的・積極的、かつ継続的に改善活動に取組み、地域の環境保全を

　　　　 担う企業として責務を果たします。

制定日： 2022年6月8日

代表取締役社長 青木　茂人
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名称及び代表者名 株式会社　青木実業

代表取締役　青木　茂人

所在地 【本社】

和歌山県和歌山市中島476番地

環境管理責任者 責任者　 常務取締役 竹内　勝也 TEL：073-474-8401

担当者 総務課長 田鍋　真 TEL：073-474-8403

事業内容 一般廃棄物及び産業廃棄物収集運搬業、建設業

事業の規模 法人設立 1954年

資本金 4,000万円

売上高 千円

従業員　　　　　 名 名

延べ床面積　　　 ㎡ ㎡

受託した廃棄物量 ｔ

ｔ

ｔ

ｔ

ｔ

車両

事業年度 1月1日　～　12月31日

認証・登録の対象組織・活動

登録組織名 株式会社　青木実業

対象事業所 本社

対象外 なし

活動 一般廃棄物及び産業廃棄物収集運搬業、建設業

　事業概要

566,678

本社 合計

25 25

515.67 515.67

収集運搬量(一般廃棄物) 1,026

収集運搬量(資源) 1.3

収集運搬量(し尿) 9,930

再生資源の運搬量 50

産業廃棄物 383

車種 台数 車種 台数

1 3tﾌﾟﾚｽ式塵芥車 1

4t衛生車 1 2t平ﾎﾞﾃﾞｨﾄﾗｯｸ 1

3t衛生車 2 5t高圧洗浄車 1

8t衛生車

2t衛生車 2 2t高圧洗浄車 1

3t小型移動式ｸﾚｰﾝ車 1 3tﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ 1

22t特殊強力吸引車 1 3t脱着式ｺﾝﾃﾅ車 1

8t特殊強力吸引車 1 軽ﾄﾗｯｸ 2

4t特殊強力吸引車 1 乗用車 7

2t強力吸引車 1 軽自動車 3

3t回転式塵芥車 2
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廃棄物処理事業

(一般廃棄物収集運搬(し尿･ごみ),産業廃棄物収集運搬,浄化槽清掃 等)

水処理事業

(浄化槽保守点検,集落排水処理施設維持管理,下水道施設維持管理 等)

建築設備管理事業

(環境衛生総合管理,貯水槽清掃,排水管清掃,給排水設備維持管理,ｸﾞﾘｽﾄﾗｯﾌﾟ清掃 等)

建設業

(土木工事,管工事,電気工事 等)

　事業の紹介
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　環境経営組織及び役割・責任・権限

代表者

代表取締役　青木 茂人

環境管理 責任者

常務取締役　竹内 勝也

環境事務局

総務課長　田鍋 真

環境委員会

各部署長

環境方針の理解と環境への取組の重要性を自覚

決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加

総務
第1営業部

(し尿)

第2営業部

(浄化槽保守点検等)

第3営業部

(産廃･建設･建築設備等)
第4営業部

・統括責任

・必要な経営資源を準備

・環境経営方針の策定・見直し

環境に関する実行責任者

・環境経営計画の審議

・環境活動実績の確認・評価

・環境管理責任者の補佐、環境委員会の事務局

・各種帳票の作成・データの取りまとめ

・環境経営目標・計画書案の作成

・環境関連法規等取りまとめ表の作成及び最新版管理

・環境経営方針の周知、従業員に対する教育訓練の実施

・環境経営目標達成に向けた取組み実施

・環境関連法規等遵守の取組み

・緊急事態対応試行訓練の実施・記録

・問題点の是正・予防

全従業員

環境方針の理解と環境への取組みの重要性を自覚

決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加
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許可の内容と処理フロー

一般廃棄物収集運搬業許可の内容と処理フロー

 事業系一般廃棄物・粗大ごみ

 し尿・浄化槽汚泥

許可区域 許可番号 許可年月日 許可有効年月日 備　　　考

和歌山市 ごみ 第1号 令和4年10月1日 令和6年9月30日

和歌山市 し尿 第1号 令和4年4月1日 令和6年3月31日

一般廃棄物 可燃ごみ 計量 行政引渡し

し尿 行政引渡し

資源ごみ 缶 計量

社外処理

(原料やﾘｻｲｸﾙ)

ﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙ 計量
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産業廃棄物収集運搬業許可の内容と処理フロー

　
燃
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殻
 
※

　
汚
泥
 
※
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ラ
ス
チ
ッ

ク
 
△

　
木
く
ず

　
紙
く
ず

　
繊
維
く
ず

　
ゴ
ム
く
ず

　
ガ
ラ
ス
・
コ
ン
ク
リ
ー

ト
・
陶
器
く
ず
 
△

　
が
れ
き
類
 
△

　
廃
油

　
廃
酸
 
※

　
廃
ア
ル
カ
リ
 
※

　
金
属
く
ず

　
動
植
物
性
残
さ

　
鉱
さ
い
 
※

無 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

無 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

無 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

※は水銀含有ばいじん等が含まれるもの　

△は石綿含有産業廃棄物が含まれるもの

　
許
可
区
域

　
許
可
番
号

　
許
可
年
月
日

　
許
可
有
効
年
月
日

　
積
替
保
管

廃棄物の種類

和歌山県 第03000048055号 令和4年5月21日 令和9年5月20日

大阪府 第02700048055号 令和4年5月22日 令和9年5月21日

兵庫県 第02803048055号 令和4年5月18日 令和9年5月17日

産業廃棄物 計量
不適物

(社外処理:焼却･埋立等)

有価物
(社外処理:堆肥･ｾﾒﾝﾄ原料等)
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受託収集運搬量

※負荷の実績は工事現場を含む

※上記ＣＯ₂合計には、目標設定していな灯油の使用量も含まれます。

※2022年は、6～12月の活動期間

評
価

✕

✕

〇

〇

✕

✕

〇

　　　　　　　　　　 　年　度
　項　目

環境に配慮した
収集運搬

グリーン購入の
推進

排水処理の
適正管理

水道水の削減

産業廃棄物の削減

上記二酸化炭素排出量合計

自動車燃料による
二酸化炭素削減

プロパンガスによ
る二酸化炭素削減

電力による
二酸化炭素削減

一般廃棄物の削減

kg-CO2

kg-CO2

基準年度比

基準年度比

行動目標（次項による）

行動目標（次項による）

行動目標（次項による）

kg-CO2

基準年度比 98% 105%

　環境経営目標及びその実績

2021年 2022年 2023年 2024年

（基準値) （目標） （実績） （目標） （目標）

5,545 9,593

　主な環境負荷の実績

項　目 単位 2021年 2022年

二酸化炭素総排出量 kg-CO2 170,467 93,530

－

0

t 20,256 11,390

廃棄物排出量

　一般廃棄物排出量 kg 2,140 1,530

0

0

　産業廃棄物排出量 kg 140 400

総排水量 ㎥ 816 439

9,4945,272 5,167

CO₂排出係数
(kg-CO₂/kWh)

調整後排出係数
0 0.351 0.351

電力会社 関西電力 関西電力 関西電力

採用年度 2020年 2020年 2020年

97% 96%

kg-CO2 76 74 79 200 198

基準年度比 98% 104% 97% 96%

93,657 91,784 86,742 154,762 153,167

基準年度比 98% 93% 97% 96%

99,005 97,025 92,366 164,556 162,859

kg 960 941 1,350 1,581 1,565

98% 141% 97% 96%

kg 140 137 400 136 134

98% 286% 96%97%

㎥ 484 792 783

基準年度比 96%98% 91%

439

97%

474

0

0

8



数値目標：○達成　×未達成

活動目標：〇よくできた　△あまりできなかった　×全くできなかった

0

取組紹介欄 　取組み紹介

啓発シールをスイッチ

付近に貼付けたり

啓発ポスターを

貼ったりして周知徹底。

2021年

2022年

プロパンガスによる二酸化炭素削減

0

0

0

取組み紹介欄

使用する頻度を減らす。

2021年

2022年

数値目標

　環境経営計画の取組み結果とその評価、次年度の計画

電力による二酸化炭素削減 達成状況 取組み結果とその評価、次年度の取組み内容

数値目標

2,103 1,843

2,038 1,484

取組み結果とその評価、次年度の取組み内容

夏季は停止、冬季は温度管理を実行した結果、一部削減できた月もあったが、

目標としては達成できなかった。次年度も引続き削減に努める。

10月 11月

達成状況

2,227

2,409

×

× ウォームビズやエアコンの設定温度に気を付け、コロナ禍で換気が必要だっ

・空調温度の適正化 × たため、目標を達成できなかった。尚、11月においては大幅な削減をする

・夏季(ｸｰﾙﾋﾞｽﾞ)・冬季(ｳｫｰﾑﾋﾞｽﾞ)など服装の工夫 △ ことができた。社員全体の意識も向上したことが大きな改善だと思います。

・換気の工夫 △ この調子で寒い季節を乗り越え節電に努めていきたい。

0

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

3,984 2,953 2,683 1,864 1,671 1,493 2,032 2,839 2,301

4,061 3,712 3,142 2,140 1,678 1,448 2,494 3,274 2,833

3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

○

2

0

0

・冬季以外は給湯を停止する

1月 2月

4

9 12 10 7 6 5 3 4 2 2 4

9 12 9 7 5 4 2 2 2 8

12月

6

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

電力（kWh） 2021年 2022年

0

5

10

15

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

プロパンガスkg） 2021年 2022年
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自動車燃料による二酸化炭素削減

数値目標

【ｶﾞｿﾘﾝ】

2021年

2022年

【軽油】

2021年

2022年

取組み紹介欄

タイヤの空気圧を定期的に確認。車両

点検を毎週実施し、異常の有無を確認。

啓発ポスターを貼り、意識の向上を図る。

達成状況

○

△・ｴｺﾄﾞﾗｲﾌﾞなど運転方法の配慮 かと思う。次年度はエコドライブに加え、効率的な運転ルートの走行や

・作業時間や待機時間、走行距離の短縮化 △ アイドリングストップの徹底など意識向上を図り、使用量削減に努めます。

・待機時間のｱｲﾄﾞﾘﾝｸﾞｽﾄｯﾌﾟ

1月 2月 3月 4月 6月 7月 8月 9月 10月 11月5月

△

125

246

223 200 427 356 290 383 445 224 417

291

183

151 229 327 326 245 434 382 499 262

6月 7月 8月 9月 10月 11月

4,832 4,301 5,040 5,071 5,048 5,220 4,971 4,827 4,629 4,858 4,643

1月 2月 3月 4月 5月

4,756 4,815 5,022 4,820 4,604 3,3004,847 4,684 5,364 4,954 5,363 4,010

5,075

12月

483

426

12月

取組み結果とその評価、次年度の取組み内容

目標達成ができ、少し安心した。エコドライブﾞ等少しずつ浸透してきたの

0

100

200

300

400

500

600

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

ガソリン（L) 2021年 2022年

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

軽油（L) 2021年 2022年
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0

0

【一般廃棄物】

2021年

2022年

産業廃棄物の削減

0

0

【産業廃棄物】

2021年

2022年

取組み紹介欄

再利用できるものは可能な限り

再利用したり、ポスターを掲示

して分別等の徹底を周知する。

180 130 100 130 180 140 120 160

170

達成状況 取組み結果とその評価、次年度の取組み内容

数値目標 ×

・分別廃棄の徹底を行い、廃棄物を資源化 × 次年度は分別等の徹底を心掛け、ゴミの量を削減していきたい。

130 110 150 120 130 180 180

11月

70 190

仕事量の増加等でゴミの量が増えてしまった。

×数値目標

・分別BOXの適正配置などによるｺﾞﾐの分別徹底

・ｼｭﾚｯﾀﾞｰ処理紙のﾘｻｲｸﾙ

ゴミの分別等推進しているが、量の減少にはつながらなかった。

次年度は分別を徹底し、ゴミの量の削減に努めます。

8月

150

190

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 9月 10月

90

×

×

0

0

一般廃棄物の削減 達成状況 取組み結果とその評価、次年度の取組み内容

190

50

0

0

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月

20 0

20 0 50 0 0 50 100 80 50 60 30

0 0 0 0 0 0 0 30

30

40

12月

310

80

12月

0

50

100

150

200

250

300

350

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

一般廃棄物（kg） 2021年 2022年

0

20

40

60

80

100

120

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

産業廃棄物（Kg） 2021年 2022年
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0

取組み紹介欄

啓発シールを蛇口付近

に貼付けたり

啓発ポスターを掲示

して周知徹底を図る。

2021年

2022年

排水処理の適正管理

0

グリーン購入の推進

0

0

環境に配慮した収集運搬

課題を解決しチャンスを活かす取組み

0

○

○

○

△

水道水の削減 達成状況

△

・ﾄｲﾚに擬音装置取り付け

・給水ﾎﾟﾝﾌﾟの吐出ﾊﾞﾙﾌﾞの調整

達成状況

○

取組み結果とその評価、次年度の取組み内容

数値目標 ○ 蛇口付近に節水シールを貼ったり、給水ポンプのバルブ調整をしたりする事で

・節水の呼びかけ(貼紙等) 意欲的に取組めた。次年度も引続き継続していきたい。

7月 8月 9月

67 67 65 65 81

1月 2月 3月 4月 5月 6月

達成状況 取組み結果とその評価、次年度の取組み内容

・排水への有害物質や有機汚濁物質の混入を減らす △ 定期的に排水溝の掃除・浄化槽の維持管理をしていますが、

・浄化槽の適切な維持管理の実施 ○ さらに有機汚濁物質の混入を減らすように取組んでいきたい。

10月 11月

66 66

65 69 69 65 65 68 68 60 60 63 63

68

・作業時間や待機時間、走行距離の短縮化

0

達成状況 取組み結果とその評価、次年度の取組み内容

・再生資源の積極的利用 △ 環境に配慮した製品の導入を推進し引続き取組んでいきたい。

0

○

・災害ｺﾞﾐ図上演習への参加 ○

・災害協定の締結(和歌山県及び自治体) ○

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組内容

・企業PRによる顧客獲得 × 認証取得後にPRを実施する。

・働き方改革 △ 労働時間短縮・完全週休2日制の実施等改革に取組み始めています。

・ｴｺｱｸｼｮﾝ21の認証取得 × 社員教育を実施し、生産性の向上に務めます。

63 63

0

取組結果とその評価、次年度の取組内容

啓発ポスターを貼り周知したり、作業時間や走行距離の短縮化に取組んだり、

運転時の急発進･急停止に注意するなど、引続き進めていきたい。

・車両の清掃

・収集もれをなくす

・ｴｺﾄﾞﾗｲﾌﾞなど運転方法の配慮

58

65

12月

81
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1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

水道水（㎥） 2021年 2022年
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法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りです。

一般廃棄物・産業廃棄物（廃プラ・汚泥・廃油等）

再資源化等完了報告と記録

空気圧縮機

簡易点検表

浄化槽の保守点検・清掃、定期水質検査

エアコン・冷蔵庫・冷凍庫・洗濯機・衣類乾燥機・テレビ

道路運送車両の点検及び整備

道路使用許可・安全運転管理者

環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制等は遵守されていました。

なお、違反、訴訟等も過去３年間ありませんでした。

緊急事態の想定： 火災の発生

実施日： 実施場所： 敷地内

参加者： 現場作業員 9名 実施内容： 消火訓練・通報訓練

手順書の変更の必要性 □あり ☑なし

実施状況の様子

・消化器の使用方法の説明

　緊急事態対応の試行・訓練

廃棄物処理法

建設リサイクル法

騒音規制法

浄化槽法

家電リサイクル法

道路運送車両法

グリーン購入法 環境物品等を選択して購入

フロン排出抑制法

　環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果、並びに違反･訴訟の有無

適用される法規制 適用される事項（施設・物質・事業活動等）

道路交通法

2022年11月11日

評価： 消化器の使用方法・保管場所・消火活動の手順等理解していた。
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ボランティア活動 会社周辺の清掃

(「おもてなし大清掃」に参加しました） (週1回実施しています)

当社所属の協会による主な実績

災害協定の締結しています。

・和歌山県

・和歌山市

・有田川町

・広川町

平成30年9月

台風21号による停電が発生し、汚水処理施設が5日間昼夜を問わず機能せず、

施設外に汚水があふれるのを防ぐため、バキュームカーにて青岸汚泥再生処

理センターへ搬入。復旧につとめた。

令和3年10月

六十谷水管橋落下による紀の川右岸の断水で、和歌山市との災害協定の依頼のもと

公園に仮設トイレの設置とし尿収集を行ないました。

　これまでの環境活動の紹介
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実施日：

評価

【活動期間中】

使用するエネルギー量は季節的に前後するが抑制されているところが見える。廃棄物

排出量については減量がみられず、原因を追究し完全策を講じるようにする。

【総括】

２０２２年度全体として、活動当初は全員に意識が浸透しなかったが、ミーティング

等で削減の例を挙げながら少しずつ試していくよう促していった。電力使用量は季節

に大きく左右されるので、当年度だけでは判定しづらいがこまめな節電を心掛けられ

るようになったと思う。また水使用は顕著に削減できている。廃棄物排出については

従前より取組んでいるのでより工夫をして資源化を図る。

今後、各課のミーティングを通じ、課題と評価を出し合い、目標値に近づけるように

し全体会議で再検討する。また、エコアクション２１を活用し社会全体に様々な分野

で貢献していきたい。

見直し･指示

環境経営方針 ☑変更なし □変更あり

環境経営目標・計画 ☑変更なし □変更あり

実施体制 ☑変更なし □変更あり

代表者による全体の評価と見直し・指示

2023年1月31日
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